
主目的 2 7 1

副目的

款 項 目 大 中

○ ○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

正職員

その他職員

国・県支出金

0

3,262

0.00

対前年比

環境対策課

政策推進係

担当部

担当課

担当係

事業類型

地球温暖化対策を推進する

一般会計

1,341

Ｈ22決算額

1,5561,258

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.25

2,599

0

0

2,897

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

2,897

3,262

79.6

2,599

その他財源

0

一般財源

0
財
源

事業番号

環境ISO推進事業
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環境交通部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

名称：

国際規格ＩＳＯ14001　小牧市環境基本計画　小牧市地球温暖化対策地域推進計画

4 1

地域住民組織

総合計画
分野別計

画

予算区分 8 1

環境交通

根拠法令・個別計画

環境対策

2

市が直接実施・運営

平成13年2月23日にＩＳＯ14001認証取得。
環境マネジメントシステムを機能させるため、各課にＩＳＯ推進員（課長補佐職：課長補佐
職のない課にあっては庶務担当係長職）を配置し、環境影響の監視及び測定を行い、
各部の実行部門長（部長職）の評価を得る。
これらを検証するため、内部監査員（監査研修を終了した者）は年1回内部監査を行い、
この結果を環境管理責任者（環境交通部長）が取りまとめ、環境管理総括者（市長）に
報告を行う。
この結果等、第三者機関による外部審査を年１回受け、維持していく。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

市役所が消費者・事業者として、国際規格ＩＳＯ14001による組織の環境配慮に対する経
営管理システムを導入・維持し、地域を率先垂範する。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

一部又は全部委託

実施・運営
方法

従事者数

人件費

従事者数

0.25

00

0.000.00

1,3411,341

費
用

0

直接経費 1,921

費用合計

0.25

人件費



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

H21

回
2

回

回

判　　　定

1 1

H22

H23H22

1

1

1

1

1

H23

1

21,422

±0

1

21,207

ＩＳＯ推進員会合

1

1 1

H21

±0

25,158

1

2

業
　
　
　
　
績

t
成
果
指
標

公共施設の温室効果ガスの総排
出量

活
動
指
標

活動指標名

第三者機関による審査

内部監査

事業目的の
達成状況

ＩＳＯ１４００１の取り組みにより、単位床面積当たりの温室効果ガス排出量は削減してい
るが、施設の増設により全体の排出量は目標値を達成できないのが現状。

20,136

22,621

公共施設の温室効果ガスの総排
出量（平成10年度比）

％
―6

6

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

H２２年度は、各部署におけるISO推進員が所持する環境マネジメントマニュアルを、紙
媒体から電子データとし、紙の削減に努めた。
H２３年度については、ISO推進員と事業効率化について意見交換を行い、継続して事業
実施し、行政活動における環境保全の配慮をより一層推し進めるとともに、環境負荷の
低減を図る。

継続して事業実施するが、事業の効率化に取り組む必要がある。判定理由

市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

国際規格ＩＳＯ１４００１の外部機関による認証取得であることから、市が事業を廃止する
ことにより、市内事業者や市民に対して、環境配慮に率先垂範している姿が現状より見
えなくなる恐れがある。

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)
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